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町 番地

所在地： 丁目 番 号
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４月：

５月：

夏野菜を植えよう

たけのこの皮で布染めをしよう

様式第２（第９条関係）

鹿児島市吉野
3095

白菊保育園よしの杜

276

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

４月下旬に、トマト・ピーマン・なす・オクラの

夏野菜を植える。

苗を見て野菜当てクイズをしながら、楽しく

収穫への期待を膨らませることができた。お当

番が水やりをすることになり、進んで野菜のお世

話、観察をする姿があった。

たけのこの皮むき体験後、その皮を使って色水

を作り、布染めをする。

何色の色水ができるか予想すると、「茶色」とい

う意見が多く、赤の色水を見てとても驚いていた。

皮むき、色水作り、布染めとじっくりたけのこを使っ

て活動し、興味・関心を深めることができた。



６月：

７月：

残さず食べよう

窓を開け、風を感じよう

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

「お皿をぴかぴかにしよう！」と子どもたちと

取り組む。

子どもによっては、お皿に少し食べ物が残ったま

ま下膳しようとする姿があったが、子ども同士で声

を掛け合い、きれいに完食する習慣が身に付いた。

製作で風鈴を作り、窓のそばにつるす。

風が吹くと風鈴が揺れ、鈴の音が聞こえる為、

子どもたちは進んで窓を開け、風の心地よさを

体と耳で楽しむ姿があった。風鈴を見ながら、風

が「気持ちいいね」という会話も聞こえた。



８月：

９月：

牛乳パックで遊ぼう

節電を心がけよう

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

牛乳パックを使って自由に工作を楽しむ。

前日から活動のことを伝えていたこともあり、

夢中で取り組む姿があった。保護者の方から

「あれ以降、家でも牛乳パックを使って色々作っ

て遊んでます。」という声もあり、廃材を使って遊

ぶよいきっかけになったように感じる。

保育室を出る際は、電気を必ず消すことを

子どもたちと取り組む。

初めは、保育士が消す姿を見せ、子どもたちに

もお願いするようにした結果、「電気消しとくね！」

と子どもから自主的に行動する姿が見られるよう

になった。



１０月：

１１月：

木の実や落ち葉で遊ぼう

物を大切にしよう

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

公園に落ちていた落ち葉を使って自由に遊ぶ。

落ち葉を集め上に向かって投げたり、足で踏ん

で音を楽しんだり、食べ物に見立てておままごと

遊びにつかったりと、思い思いに遊んでいた。

園には、そんなに多くの落ち葉は無かったため、

じっくりと落ち葉を使って楽しむことができた。

園で使用している色鉛筆が小さくなり、使いにく

さが感じられるようになった。その時、年少から「も

う捨てる？」という声がでた。それを聞いた年長児

が「繋げたら使えるよ！」と提案する姿があった。

年長児の意識の高さが、年下の友だちに伝わりよ

い連鎖だなと感じた。



１２月：

１月：

身近なもので掃除をしよう

外で遊び、体を温めよう

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

年末の大掃除で、新聞紙を使って窓掃除をす

る。

新聞紙で掃除をすることに驚いた様子だった。

「きれいになるよ！」と子ども同士で話し、みんな

で意欲的に取り組むことができた。

寒さから体を動かすことに消極的な姿があり、

おにごっこや凧揚げなど自然に体を動かせるよ

うな遊びを取り入れた。

活動前は、厚着をして固まっていた子どもも

遊ぶうちに体が温まり、上着を脱いで遊ぶ姿が

見られた。



２月：

３月：

廃材であそぼう

１年間のエコ活動を振り返ろう

１年間取り組んだ感想・ご意見

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

各家庭から廃材を持って来て頂き、自由に

工作をする。

様々な廃材を組み合わせ、個性溢れる作品が

できた。それを見た保護者は、「すごい！なるほ

ど！」と子どもの発想に関心した様子で、家庭でも、

廃材を再利用するきっかけになったのではないか

節電、廃材遊び、食べ残しゼロなど、これまで

の取り組みを、毎日の生活の中で思い出せるよ

う関わる。時間がたつことで、意識が低くなってい

る子どももおり、できている子に「いいね！」「あり

がとう！」と声を掛けることで、様々な取り組みを

思い出す子もいた。

１年をかけて様々な視点から、エコに繋がる取り組みを行った。子どもたちに「エコ」を伝えることは難し

かったが、小さな取り組みを積み重ね１年前にはなかった子どもたちの姿が見られるようになった。

自然と「電気は消そう」「これ（廃材）で何かできそう」「風が気持ちいい」と感じられるようになったことが

大きな一歩になったのではないかと思う。

これまでを振り返って、「エコを子どもたちに伝えるにはどうしたらいいか」と考えるのではなく、保育士自

身がエコを意識して過ごすことが、自然と子どもたちに伝わっていくのだな感じた。今回の気付きを

今後に活かしていきたい。


